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子密度は10 1 0/ C.c.程度、イオン粒子の並進エネルギは数100ev と測定されている。また圧縮磁場と逆方
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[(IJ のバイアス磁場を予備加熱プラズマに含ませるとプラズマ密度は増加し磁場を排除する量も増大す
る。噴出したプラズマの長さは50-100omで、不純物の混入も非常に少ないことが明らかにされてい
る。
第 7 章は以上の結果の総括である。
論文の審査結果の要旨
本研究は、不純物の少い高密度プラズマを高速で発射できる核融合研究用のO ピンチ力、、ンに関する
研究で、立ち上りのはやい大電流パルス用電源と、方、ン本体の研究にわけられる。高電圧用のコンデ
ンサ群を並列に接続して大電流を得、さらに任意の放電電流位相で回路を短絡しこれを準直流化する
研究は内外において早くからすすめられていた。
著者は電界歪み型クローパスイッチに改良を加え従来のものよりはるかに動作が確実で、しかもくり
かえし時間間隔がきわめて短い回路を実現している。また複雑な θ 型プラズ、マカ、、ンの運転条件を検討
し、それが生成されたプラズマの物理量にどのような影響を与えるかを詳細にしらべている。そして
実際に不純物のきわめて少い高エネルギプラズマの発生に成功している。このょっな結果はその後起
尚温理工学研究施設に建設された「入射型プラズマ発生装置」の設計の大きな指針となった。
プラズマガンはその有用性にもかかわらず今日まで組織的な研究がきわめて少なかったのが現状で
ある。本研究において明らかにされた成果および開発された技術は今後さらに強力なプラズマ力、、ンの
設計、製作に寄与するところが大きいと考えられ、よって博士論文として価値あるものと認める。
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